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論文の内容の要旨

　本論文では，多次元のデータを少数のパラメータで記述する情報圧縮の一手法として主成分分析を取り上げ，

これを実現するニューラルネットワークの学習とその応用について，「線形ネットワークの自己組織学習」およ

びザ多層パーセプトロンの教師あり学習」の2点に関する検討がなされている。前者では，時空間パターンを入

力とする視覚系神経回路網の自己組織モデルを構成し，計算機シミュレーションによる実験結果の生理学データ

との比較，および学習結果に関する理論的考察を行なっている。実験の結果，このモデルによって実在の視覚系

細胞と類似の応答を示すニューロンが得られることが提示されている。後者では，多層パーセプトロンの誤差逆

伝搬学習のための新たなエネルギー関数として重畳エネルギー関数を導入し，その学習特性についての理論解析，

および計算機シミュレーションを行なっている。砂時計型線形パーセプトロンヘの適用において，主成分分析と

同等の結果が得られることについて理論保証が与えられている。また，非線形パーセプトロンの学習への適用に

ついて実験による考察が加えられている。

審査の結果の要旨

　本論文の提示した「時空間パターンに関する2層線形パーセプトロンの自己組織化に関する実験結果」および，

「砂時計型パーセプトロンの教師あり学習における重畳エネルギー関数の導入」の2点は，新規性と有効性に富

み高く評価できる。他方，これらの知見をデータ圧縮等の現実の工学的問題に適用するためには，最適なアルゴ

リズム構築および既存方式との厳密比較を含めてさらに多くの検討を必要としている。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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